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ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設
等
整
備
工
事
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

 ■工事概要

【工事場所】白鷹町大字荒砥甲 833番地（現在地）
【工　　期】平成 29年７月 12日～平成 32年１月 31日
【設計監理】株式会社環境デザイン研究所

【施　　工】那須・鈴木特定建設工事共同企業体

【延床面積】複合施設：4535.32㎡
【構　　造】木造２階建て

北側からのアプローチイメージ
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白鷹町/株式会社環境デザイン研究所白鷹町まちづくり複合施設等整備事業実施設計 設計説明書

１-４.実施設計コンセプト

１.コンセプト

　本施設は、地域社会の核となる庁舎・図書館を含む複合施設として、町の職員、議員だけでなく、町民や町外

の人々等、多くの人々が日常的に訪れ、オープンに議論を展開でき、多くの知恵が結集する、明るいまちづくり

の拠点としなければなりません。

　白鷹町を愛し、一体感を作り上げる拠点空間として、本施設は建設されます。

　一体感、アイデンティティの結集としての白鷹町まちづくり複合施設は、町産材を使用した木架構とともに、

そのコンセプトは全国に発信するものとなるでしょう。

　用事があるから行く庁舎ではなく、何気なく施設を訪れ、みんなと顔を合せ、みんなで一緒に知恵を出し合

い、楽しく行動し、新たなまちづくりへつながる拠点として位置づけます。

実施設計において、基本設計の方針を具体化していくために、主として下記の項目に配慮します。

□施設の活動がまちに広がる庁舎

　・外部から図書館の様子がうかがうことができ、施設の活動がまちと繋がる計画

　・屋内広場のような町民ラウンジを計画し、町民の多様な活動に対応する。

□町産材を最大限生かした庁舎

　・一般流通材を組み合わせた構造計画とし、町産材を最大限利用できる計画

　・内外装で町産材を利用した計画

　・町産材を燃料としたバイオマスボイラーにより空調熱源を確保

□安心・安全な庁舎

　・十分な耐震性を確保した構造計画

　・発電機や受水槽等、災害時のバックアップ機能を確保

●
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

　

平
成
29
年
度
は
、
分
庁
舎
・
既
存
書

庫
等
の
解
体
等
を
行
い
新
施
設
の
工
事

に
着
手
し
、
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
新

施
設
の
工
事
を
完
了
、
平
成
31
年
４
月

か
ら
の
新
施
設
供
用
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
築
後
に
既
存
庁
舎
・
中
央

公
民
館
の
解
体
、
駐
車
場
等
の
造
成
・

外
構
工
事
を
行
い
、
平
成
32
年
１
月
末

の
工
事
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

白鷹町/株式会社環境デザイン研究所白鷹町まちづくり複合施設等整備事業実施設計 設計説明書１.コンセプト
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１-１.鳥瞰イメージ

敷地北西側からの鳥瞰イメージ

平成29年度 平成30年度 平成31年度

【白鷹町複合施設等整備工事】

①まちづくり複合施設新築工事

②エネルギー棟新築工事

③書庫棟新築工事

④車庫棟新築工事

⑤既存書庫曳き移転工事

⑥分庁舎・既存書庫等解体工事

⑦造成・外構工事

⑧防災倉庫整備工事

【その他工事】
⑨既存施設解体工事

 （庁舎・中央公民館等）

４月

新施設供用

開始予定

北側からのアプローチイメージ

敷地北西側からの鳥瞰イメージ

Start!
　
　
　

月
６
日
に
ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設
等
整
備

　
　
　

工
事
の
入
札
が
行
わ
れ
、
７
月
12
日
に
議

会
の
議
決
を
経
て
工
事
の
施
工
業
者
が
決
定
し
ま

し
た
。今
後
は
工
事
箇
所
周
辺
の
仮
囲
い
を
行
い
、

安
全
に
留
意
し
て
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

７

●2　　 広報しらたか　2017.8.14



北側からのアプローチイメージ
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白鷹町/株式会社環境デザイン研究所白鷹町まちづくり複合施設等整備事業実施設計 設計説明書

１-４.実施設計コンセプト

１.コンセプト

　本施設は、地域社会の核となる庁舎・図書館を含む複合施設として、町の職員、議員だけでなく、町民や町外

の人々等、多くの人々が日常的に訪れ、オープンに議論を展開でき、多くの知恵が結集する、明るいまちづくり

の拠点としなければなりません。

　白鷹町を愛し、一体感を作り上げる拠点空間として、本施設は建設されます。

　一体感、アイデンティティの結集としての白鷹町まちづくり複合施設は、町産材を使用した木架構とともに、

そのコンセプトは全国に発信するものとなるでしょう。

　用事があるから行く庁舎ではなく、何気なく施設を訪れ、みんなと顔を合せ、みんなで一緒に知恵を出し合

い、楽しく行動し、新たなまちづくりへつながる拠点として位置づけます。

実施設計において、基本設計の方針を具体化していくために、主として下記の項目に配慮します。

□施設の活動がまちに広がる庁舎

　・外部から図書館の様子がうかがうことができ、施設の活動がまちと繋がる計画

　・屋内広場のような町民ラウンジを計画し、町民の多様な活動に対応する。

□町産材を最大限生かした庁舎

　・一般流通材を組み合わせた構造計画とし、町産材を最大限利用できる計画

　・内外装で町産材を利用した計画

　・町産材を燃料としたバイオマスボイラーにより空調熱源を確保

□安心・安全な庁舎

　・十分な耐震性を確保した構造計画

　・発電機や受水槽等、災害時のバックアップ機能を確保

工事期間中の駐車場
の利用について

3

１-３.内観イメージ

大会議室内観イメージ

中会議室（議場）内観イメージ町民ラウンジ内観イメージ

待合スペース内観イメージ
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１-３.内観イメージ

大会議室内観イメージ

中会議室（議場）内観イメージ町民ラウンジ内観イメージ

待合スペース内観イメージ

白鷹町/株式会社環境デザイン研究所白鷹町まちづくり複合施設等整備事業実施設計 設計説明書１.コンセプト

❶町民ラウンジ内観イメージ
❷待合スペース内観イメージ
❸中会議室（議場）内観イメージ
❹大会議室内観イメージ

❷❶

❹❸

　工事期間中、赤の網掛け部分を仮囲いします。そのため、本庁舎周辺駐車

場の利用可能台数が減るとともに、周辺の道路の混雑が予想されます。町民

の皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

【問い合わせ】企画政策課複合施設整備係　☎ 87-0691

まちづくり複合施設等整備工事がスタートします

建設水道課

本庁舎

中央公民館

消防署
白鷹分署

倉庫棟

現場事務所・会議室

作業員休憩所・倉庫

工事区域
（Ｈ29.８～）主

要
地
方
道
長
井
白
鷹
線

進入禁止になります。

（平成 32年１月 31日まで）

安全対策のため、８月 17日より工事

区域は立ち入り禁止になる予定です。

 ▼  ▼  ▼  ▼  工事期間中、地震計の移設時は計測不能となります。なお、今後も、工事の進捗については適時お知らせします。
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人
口
減
少
社
会
の
進
行
や
平
成
30

年
か
ら
の
米
政
策
改
革
、
日
欧
Ｅ
Ｐ

Ａ
交
渉
の
大
枠
合
意
な
ど
、
内
外
と

も
に
一
層
厳
し
さ
を
増
す
中
で
す

が
、
地
域
産
業
と
し
て
の
農
業
の
活

性
化
と
担
い
手
育
成
、
支
援
充
実
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
業
の
大
改
革
、
人
口
減
少
に
よ

る
消
費
構
造
の
変
化
等
、
大
き
な
転

換
期
に
あ
っ
て
、
農
地
の
多
面
的
機

能
や
生
命
産
業
で
あ
る
農
業
の
不
変

的
価
値
を
次
世
代
を
担
う
後
継
者
の

方
々
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
た

な
視
点
と
豊
か
な
発
想
に
よ
り
行
動

し
て
行
き
ま
す
。

　

農
地
の
所
有
か
ら
利
用
へ
の
再
構

築
に
よ
り
、
農
地
が
活
性
化
さ
れ
農

業
の
生
産
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

農
地
全
般
に
関
す
る
相
談
や
、
農

業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
担

い
手
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

に
、
パ
イ
プ
役
と
し
て
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

第
21
期
白
鷹
町
農
業
委
員
会
農
業

委
員
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
そ
の
重

責
と
役
割
を
理
解
し
、
委
員
の
仕
事

を
遂
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
業

全
般
が
大
き
な
変
革
の
時
代
に
な
っ

て
い
る
中
、
農
業
委
員
会
の
役
割
は

重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
３
年
間

が
ん
ば
り
ま
す
。

　

農
業
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
、

荒
廃
地
の
活
用
や
新
規
就
農
者
の
増

な
ど
に
協
力
し
、
美
し
い
白
鷹
町
を

後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

農
業
に
従
事
せ
ず
、
利
害
関
係
を

有
し
な
い
者
と
し
て
ご
推
薦
い
た
だ

き
、
農
業
委
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

樋口 太一 会長

（高岡）

中川 剛 会長職務代理者

（山口）

丸川 正博 委員

（横田尻）

小林 孝次 委員

（滝野）

梅津　彰 委員

（鮎貝）

福田 京子 委員

（十王）

　

こ
の
度
、
荒
砥
十
王
地
区
区
長
会

の
推
薦
を
い
た
だ
き
、
農
業
委
員
と

な
り
ま
し
た
。

　

諸
先
輩
方
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
現
在
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

が
進
む
中
、
中
山
間
地
の
農
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
な
ど
、
地
域
の
皆
様

方
と
よ
く
語
り
合
い
な
が
ら
、
地
域

農
業
の
発
展
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

齋藤永治郎 委員

（菖蒲）

大木 光明 委員

（畔藤）

　平成 28年４月１日に施行された改正農業委員会法に伴い、農業委員会の役割が「農地利用の最適化」に向
けて強化され、これまでの農業委員に加え、新たに「農地利用最適化推進委員」が設置されました。
　農業の現状は年々厳しさを増していますが、農業委員会の皆さんには我が町の農業振興とまちづくりのため
に、地域農業のリーダー役を担っていただきます。任期は平成 32年 7月 19日までの 3年間です。

●
農
業
委
員
…
11
名
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農
業
に
関
す
る
法
令
の
改
正
が
続

く
と
と
も
に
、
農
業
者
の
少
数
化
が

進
ん
で
い
る
中
、
大
切
な
農
地
を
有

効
に
活
用
し
て
、
効
率
の
良
い
作
業

が
で
き
る
よ
う
多
く
の
農
業
者
と
意

見
を
交
換
し
な
が
ら
努
力
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
農
地
利
用
最
適
化

　

推
進
委
員
…
５
名

　

新
法
に
よ
る
新
体
制
へ
の
移
行
期

に
、
新
た
な
任
務
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
と
合

わ
せ
、
受
け
手
と
な
る
経
営
体
の
経

営
し
や
す
い
環
境
整
備
も
並
行
し
て

必
須
で
す
。
新
た
な
気
概
と
感
覚
で

取
り
組
み
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第 21期農業委員会委員と農地利用最適化
推進委員をご紹介します

　

第
20
期
農
業
委
員
に
引
き
続
き
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
農
業
発
展
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
・
解
消
に
向
け
、
微
力

な
が
ら
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
祖
代
々
残
し
て
く
れ
た
農
地
が

農
業
人
口
の
減
少
と
と
も
に
荒
れ
、

農
地
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い
る
現
状

で
す
。

　

少
し
で
も
自
分
の
土
地
に
意
識

を
、
ま
た
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
多
少
な
り
と
も
力
に
な
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
21
期
白
鷹
町
農
業
委

員
会
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

任
を
受
け
ま
し
た
。
農
家
の
高
齢
化

に
伴
い
、
農
地
の
変
動
は
大
き
く
変

わ
り
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
を
進
め
る
に

は
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
や
集
約

化
が
必
要
で
す
。「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

が
今
ま
で
以
上
に
大
き
な
役
割
と
責

任
を
担
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

農
業
者
の
経
営
の
安
定
と
生
活
の

向
上
、
地
域
農
業
の
振
興
に
努
め
ま

す
。

　

緑
豊
か
な
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ

く
り
、
活
力
あ
る
農
業
、
農
村
を
築

く
た
め
情
熱
を
傾
け
取
り
組
み
ま

す
。

　

今
期
か
ら
農
業
委
員
の
定
数
が

減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上

に
大
変
さ
と
責
任
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、
昨
年
施

行
さ
れ
た
改
正
農
業
委
員
会
法
で

も
、
農
地
利
用
の
最
適
化
が
重
点
業

務
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
後

も
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

並
び
に
当
町
の
農
業
振
興
と
発
展
に

努
力
し
た
い
所
存
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 五十嵐清美 委員

（高玉）

紺野 清一 委員

（畔藤）

沼澤 久章 委員

（浅立）

小林 周一 委員

（蚕桑地区担当）

後藤 伸一 委員

（鮎貝地区担当）

髙谷 忠雄 委員

（荒砥十王地区担当）

奥山　進 委員

（鷹山地区担当）

安達 善晴 委員

（東根地区担当）
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５年　100m　個人メドレー

1 伊藤　絢子 荒砥 1’48”29
2 菅　　結愛 鮎貝 1’55”58
3 小林　優那 荒砥 2’03”06

６年　50m　自由形

1 鈴木　美冴 荒砥 39”90
2 小笠原　涼 東根 40”87
3 橋本ひらり 東根 41”64

６年　50m　背泳ぎ

1 橋本ひらり 東根 45”15
2 小林　海花 蚕桑 59”35

６年　50m　平泳ぎ

1 小笠原　涼 東根 50”55
2 紺野　美咲 荒砥 55”69
3 舩山　天寧 東根 56”90

６年　50m　バタフライ

1 大木　眞菜 東根 49”45
2 上村　　杏 鮎貝 58”00

６年　100m　自由形

1 佐藤　叶望 鮎貝 1’37”66
６年　100m　平泳ぎ

1 長谷部かれん 鮎貝 1’59”50
６年　100m　個人メドレー

1 舩山　天寧 東根 1’44”88
2 大木　眞菜 東根 1’45”15
3 長谷部かれん 鮎貝 1’59”30

200m　フリーリレー

1 東根小学校 2’45”22
2 荒砥小学校 2’53”22
3 蚕桑小学校 2’55”83

200m　メドレーリレー

1 東根小学校 3’05”46
2 荒砥小学校 3’17”71
3 鮎貝小学校 3’22”93

中学男子
順位 氏名 所属 タイム　

50m　自由形

1 金田　理央 白鷹中 26”59（新）

2 土屋　虹之 白鷹中 30”21
3 紺野　淳志 白鷹中 32”66

50m　背泳ぎ

1 遠藤　柊真 白鷹中 34”40
50m　平泳ぎ

1 大木　大成 白鷹中 36”98
2 黒澤　圭斗 白鷹中 41”22

50m　バタフライ

1 小野　享太 白鷹中 32”72
2 金田　琢夢 白鷹中 40”61

100m　自由形

1 金田　理央 白鷹中 57”09（新）

2 竹田　悠馬 白鷹中 58”07（新）

100m　背泳ぎ

1 遠藤　柊真 白鷹中 1’17”32
2 紺野　淳志 白鷹中 1’26”69

100m　平泳ぎ

1 大木　大成 白鷹中 1’19”65
2 黒澤　圭斗 白鷹中 1’28”55

100m　バタフライ

1 紺野　翔矢 白鷹中 1’08”14
2 小野　享太 白鷹中 1’12”45
3 土屋　虹之 白鷹中 1’21”86

100m　個人メドレー

1 竹田　悠馬 白鷹中 1’08”63
2 紺野　翔矢 白鷹中 1’11”64
3 金田　琢夢 白鷹中 1’26”02

200m　フリーリレー

1 白鷹中学校Ａ 1’50”77（新）

2 白鷹中学校Ｂ 2’05”83
200m　メドレ－リレー

1 白鷹中学校Ａ 2’06”40
2 白鷹中学校Ｂ 2’20”04

中学女子
順位 氏名 所属 タイム　

50m　自由形

1 樋口　綾女 白鷹中 32”31
2 安部　知優 白鷹中 33”18
3 竹田　　澪 白鷹中 35”57

50m　平泳ぎ

1 打田ゆらら 白鷹中 40”06
2 安部　真優 白鷹中 43”71

100m　自由形

1 竹田　　澪 白鷹中 1’20”15
2 須貝　沙蘭 白鷹中 1’23”52

100m　背泳ぎ

1 安部　知優 白鷹中 1’31”20
100m　平泳ぎ

1 打田ゆらら 白鷹中 1’27”76
2 安部　真優 白鷹中 1’33”76

100m　個人メドレー

1 樋口　綾女 白鷹中 1’17”65
200m　フリーリレー

1 白鷹中学校 2’17”53
200m　メドレーリレー

1 白鷹中学校 2’29”87

高校男子
順位 氏名 所属 タイム　

50m　自由形

1 山本　　築 長井 26”60
2 竹田　　弦 長井 27”70
3 五十嵐　陸 長井 28”53

100m　自由形

1 五十嵐　陸 長井 1’02”49
100m　平泳ぎ

1 山口　昂介 長井 1’23”87
200m　個人メドレー

1 山本　　築 長井 2’27”57
2 竹田　　弦 長井 2’31”20

200m　フリーリレー

1 長井高校 1’53”35（新）

200m　メドレーリレー

1 長井高校 2’10”75

高校女子
順位 氏名 所属 タイム　

50m　 バタフライ

1 國谷　莉那 長井 33”12（新）

100m　バタフライ

1 國谷　莉那 長井 1’16”41（新）

一般男子
順位 氏名 所属 タイム　

50m　 自由形

1 小関　　　見 白鷹水連 26”53
2 山本　　　仰 白鷹水連 26”61
3 安達　信幸 白鷹水連 28”17

50m　 平泳ぎ

1 小形　峰樹 白鷹水連 32”33（新）

2 文屋　正道 白鷹会 1’05”77
50m　 バタフライ

1 小関　　　見 白鷹水連 28”25
2 山本　　仰 白鷹水連 28”53
3 安達　信幸 白鷹水連 29”81

100m　個人メドレー

1 小形　峰樹 白鷹水連 1’06”73

●各種目３位まで掲載。（１'23"45＝１分 23秒 45）
●（新）は大会新記録
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小学男子
順位 氏名 所属 タイム　

３年　50m　自由形

1 土屋　海晴 東根 53"46
2 渋谷　倭向 東根 54”44
3 荒木　優志 鮎貝 55”50

３年　50m　背泳ぎ

1 中村　快生 東根 53”11（新）

2 菊地　陽斗 東根 55”92（新）

3 菅　　陽翔 鮎貝 1’07”96
３年　50m　平泳ぎ

1 中村　快生 東根 54”81
2 土屋　海晴 東根 1’02”03
3 大木　大愛 東根 1’05”87

３年　50m　バタフライ

1 大木　大愛 東根 1’03”16
４年　50m　自由形

1 藁品　遼佑 蚕桑 40”00
2 植木　壱心 蚕桑 43”93
3 沼澤　柊人 東根 47”99

４年　50m　背泳ぎ

1 藁品　遼佑 蚕桑 49”81
2 植木　壱心 蚕桑 52”36
3 山口　太一 鮎貝 1’05”39

４年　50m　平泳ぎ

1 岡本　悠生 荒砥 1’00”65
2 髙田　一帆 荒砥 1’03”02

４年　50m　バタフライ

1 山口　広起 荒砥 58”14
2 大滝　颯斗 鮎貝 1’06”99

５年　50m　自由形

1 今野　正就 蚕桑 40”68
2 大山　瑛太 蚕桑 42”70
3 松下　拓磨 荒砥 45”79

５年　50m　背泳ぎ

1 中村　雅楽 鮎貝 49”45
2 小野　龍二 荒砥 1’08”80
3 馬場　広翔 鮎貝 1’10”00

５年　50m　平泳ぎ

1 紺野　大弥 東根 49”79
2 丸川　裕太 蚕桑 54”59
3 中村　雅楽 鮎貝 55”74

５年　50m　バタフライ

1 小形　武美 東根 57”18
2 樋口　瑠偉 鮎貝 59”97
3 梅津　　尋 荒砥 1’03”18

５年　100m　自由形

1 今野　正就 蚕桑 1’29”75
2 樋口　佳汰 鮎貝 1’42”26
3 松下　拓磨 荒砥 1’46”86

５年　100m　平泳ぎ

1 丸川　裕太 蚕桑 1’58”01
2 鈴木　歩杜 荒砥 2’07”93
５年　100m　個人メドレー

1 紺野　大弥 東根 1’43”54
2 大山　瑛太 蚕桑 1’43”81
3 樋口　佳汰 鮎貝 1’51”65

６年　50m　自由形

1 中村　飛和 東根 37”35
2 鈴木　遥人 鮎貝 38”08
3 布施　光基 荒砥 38”57

６年　50m　背泳ぎ

1 布施　光基 荒砥 41”97
2 長谷部　陽 荒砥 1’01”98

６年　50m　平泳ぎ

1 中村　飛和 東根 50”61
2 後藤　理久 荒砥 51”25
3 大滝　悠斗 鮎貝 55”14

６年　50m　バタフライ

1 鈴木　遥人 鮎貝 48”85
2 高田　翔人 荒砥 53”41

６年　100m　自由形

1 小林　壮真 蚕桑 1’34”12
2 廣居　太聖 鮎貝 1’37”09
3 海老名空来 荒砥 1’38”24

６年　100m　背泳ぎ

1 馬場　一翔 鮎貝 2’01”21
2 黒澤　尚滉 鮎貝 2’08”41
3 大滝　悠斗 鮎貝 2’13”06

６年　100m　平泳ぎ

1 後藤　理久 荒砥 1’51”61
2 梅津　星那 荒砥 1’53”88
3 高田　翔人 荒砥 2’03”70
６年　100m　個人メドレー

1 平井　雅也 東根 1’47”82
2 長谷部　陽 荒砥 1’53”27
3 梅津　星那 荒砥 1’53”87

200m　フリーリレー

1 東根小学校 2’41”19
2 蚕桑小学校 2’41”53
3 鮎貝小学校 2’48”32

200m　メドレーリレー

1 東根小学校 3’06”83
2 鮎貝小学校 3’09”87
3 荒砥小学校 3’12”03

小学女子
順位 氏名 所属 タイム　

３年　50m　自由形

1 遠藤　美月 蚕桑 51”16
2 原田　小雪 荒砥 53”89
3 小松　詩乃 蚕桑 55”00

３年　50m　背泳ぎ

1 小形さくら 東根 59”99
2 佐藤　咲愛 蚕桑 1’03”18
3 今　　音々 鮎貝 1’12”55

３年　50m　平泳ぎ

1 梅津　希望 東根 1’06”74
2 紺野　心夢 東根 1’09”50
3 今　　音々 鮎貝 1’10”82

４年　50m　自由形

1 新野　美生 蚕桑 43”89
2 紺野　唯華 荒砥 46”95
3 今野　杏彩 蚕桑 47”69

４年　50m　背泳ぎ

1 榎本　千桜 蚕桑 1’01”78
2 今野　杏彩 蚕桑 1’02”98
3 青木　　心 荒砥 1’08”24

４年　50m　平泳ぎ

1 新野　美生 蚕桑 54”57
2 須貝　悠羽 荒砥 1’13”23

４年　50m　バタフライ

1 舩山　葉凪 東根 56”17
2 青木　　心 荒砥 1’00”76
3 船山　芽生 鮎貝 1’28”53

５年　50m　自由形

1 菅原　紗希 東根 40”92
2 伊藤　絢子 荒砥 41”76
3 髙橋　光希 東根 45”94

５年　50m　背泳ぎ

1 佐藤　三咲 鮎貝 51”43
2 菅原　紗希 東根 56”75
3 小林千里子 荒砥 57”39

５年　50m　平泳ぎ

1 竹田　佳菜 荒砥 54”08
2 小林　優那 荒砥 55”32
3 黒澤　瀬奈 鮎貝 59”32

  ５年　50m　バタフライ

1 佐藤　三咲 鮎貝 57”98
５年　100m　平泳ぎ

1 菅　　結愛 鮎貝 1’57”30
2 野中　　愛 荒砥 2’14”61
3 紺野　夢乃 東根 2’20”18

【７月 27日／白鷹町民プール】

第 54回白鷹町小中学校及び
町民水泳大会の結果

RESULT



　しらたかの夏を彩るイベントとして恒例の「白鷹紅花
まつり」が７月８日～９日の２日間、町内３会場をメイ
ン会場に開催されました。毎年県内外から多くの人が訪
れ、開催 23回目を迎えた今年、残念ながら肝心な紅花
は見ごろとはなりませんでしたが、地域の皆さんを中心
としたさまざまなイベントと温かいおもてなしにより、
あちらこちらで笑顔の花が咲きました。
　また、夏至から数えて 11日目、半夏生（はんげしょ
う）の７月２日からは「紅花 colors」がスタート。初日
は、町産紅花の乱花や若菜を使用した紅ランチの発表会
がパレス松風で行われ、やまがた舞子が会場に華を添え
ました。さらに、開催期間中には子どもから大人まで参
加できる紅を使った貴重な体験が行われ、参加者は自ら
の手で「日本の紅（あか）」に触れました。
　町中ではまだセミの鳴く声が響き渡
っていますが、紅花の季節が終わり、
「日本の紅（あか）をつくる町」の
夏は今年も静かに過ぎていきました。

日本の紅
あか

をつくる町の夏第 23 回白鷹紅花まつり／紅花 colors

Photo Report  ―フォトリポート―
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まちのニュース

自
衛
官
志
望
者
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

募
集
相
談
員
に
齋
藤
妙
子
さ
ん

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が
７
月
14
日

に
町
長
室
で
行
わ
れ
、
齋
藤
妙
子
さ
ん
（
鮎
貝
）
が
自

衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
町
長
と
自
衛
隊
山
形
地
方
協

力
本
部
長
の
連
名
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
期
間
は

４
月
１
日
か
ら
１
年
間
で
す
。

　

齋
藤
さ
ん
に
は
今
後
、
自
衛
官
志
望
者
に
関
す
る
情

報
の
提
供
や
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
の
行
う
募
集
な
ど

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

６
月
30
日
付
で
人
権
擁
護
委

員
を
退
任
さ
れ
た
遠
藤
啓
子
さ

ん
（
広
野
）
に
、
山
形
法
務
局

長
と
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

遠
藤
さ
ん
は
総
務
大
臣
か
ら

言
委
嘱
さ
れ
、
平
成
26
年
４
月

１
日
か
ら
３
年
３
カ
月
間
に
わ

た
り
、
町
の
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
町
民
の
人
権
意
識
や
人
権

擁
護
の
精
神
の
普
及
高
揚
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
感
謝
状感謝状を手にする遠藤さん

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
２

「
柴
田
真
佑
氏　

講
演
会
」
を
開
催

　

平
成
29
年
度
の
第
２
回
目
の

白
鷹
学
講
座
は
７
月
25
日
、
白

鷹
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
研
修
会

と
兼
ね
て
白
鷹
中
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
同
中
学
生
や
保

護
者
な
ど
約
５
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
大
分
県
佐
伯
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
柴
田
真

佑
氏
が
「
食
べ
る
こ
と
は
生
き

る
こ
と
」と
題
し
て
講
演
。「
最

近
の
子
ど
も
た
ち
は
免
疫
力
が

落
ち
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
柴

田
さ
ん
は
、
正
し
い
呼
吸
法
を

取
得
す
る
体
操
と
し
て
話
題
の

「
あ
い
う
べ
体
操
」
な
ど
を
参

加
者
と
実
践
し
な
が
ら
、
丈
夫

な
体
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
を
指
導
し
ま
し
た
。ま
た
、

後
半
は
「
命
の
根
源
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で

〝
生
〟
の
価
値
を
熱
く
伝
え
た

柴
田
さ
ん
。
生
徒
た
ち
に
「
今

を
大
切
に
生
き
て
、
将
来
立
派

な
親
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

優
し
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
の
白
鷹
学
講
座

に
続
き
、
２
度
目
の
講
演
と

な
っ
た
柴
田
さ
ん

　

７
月
１
日
よ
り
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
、
新
た
に
向
田

美
和
子
さ
ん
、
鈴
木
和
夫
さ

ん
（
再
任
）
が
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

《町の人権擁護委員》

・髙橋　武夫さん（高玉）

・大村　亨夫さん（鮎貝）　

・嶋林　淳子さん（荒砥） 

・鈴木　和夫さん（十王）再任

・鈴木　成子さん（中山）　 

・向田美和子さん（広野）新任

新任の向田さん

県
指
導
会
で
の
表
彰
状
を
誇
ら
し
げ
に

掲
げ
る
鈴
木
消
防
士

委嘱状を手にする齋藤さん
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第
49
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

は
し
ご
登
は
ん
に
鈴
木
真
消
防
士
が
出
場
決
定

　

第
29
回
消
防
救
助
技
術
山
形

県
指
導
会
が
６
月
29
日
、
山
形

市
東
消
防
署
訓
練
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
西
置
賜
行
政

組
合
消
防
署
白
鷹
分
署
所
属
の

鈴
木
真
消
防
士
が
出
場
し
、
は

し
ご
登
は
ん
で
第
１
位
。
８
月

23
日
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る

第
49
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大

会
に
山
形
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
救
助
活
動
に

必
要
な
体
力
・
技
術
力
な
ど
の

向
上
を
目
的
と
し
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
消
防
士
は
、
全
国
大
会

で
の
上
位
入
賞
を
目
標
に
、
今

後
も
日
々
の
訓
練
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

県
指
導
会
で
の
表
彰
状
を
誇
ら
し
げ
に

掲
げ
る
鈴
木
消
防
士

　

町
内
で
発
生
し
た
火
災
の
拡

大
防
止
に
努
め
た
と
し
て
、
７

月
26
日
、
橋
本
和
幸
さ
ん
、
髙

橋
敏
雄
さ
ん
、
海
谷
博
さ
ん
、

戸
借
房
子
さ
ん
、
戸
借
清
策
さ

ん
、
佐
藤
良
司
さ
ん
の
６
人
に

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
、
髙
橋
さ
ん
、
海

谷
さ
ん
は
、
５
月
４
日
に
荒
砥

甲
地
内
で
発
生
し
た
火
災
に

勇
気
あ
る
果
敢
な
行
動
を
称
え
―
―

火
災
拡
大
防
止
に
努
め
た
６
人
に
感
謝
状
を
贈
呈

お
い
て
、
戸
借
さ
ん
夫
妻
と
佐

藤
さ
ん
は
、
５
月
９
日
に
中
山

地
内
で
発
生
し
た
火
災
に
お
い

て
、
冷
静
な
判
断
で
初
期
消
火

を
行
う
な
ど
し
て
延
焼
拡
大
防

止
に
寄
与
。
そ
の
結
果
、
火
災

の
被
害
は
最
小
限
に
食
い
止
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
は
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
座
談
会
開
催
中

皆
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
地
域
の

課
題
や
町
政
全
般
に
つ
い
て
ご

意
見
を
い
た
だ
く
「
ま
ち
づ
く

り
座
談
会
」
が
、
７
月
10
日
の

鮎
貝
地
区
を
皮
切
り
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
す
で
に
蚕
桑
地
区
を

除
く
５
地
区
が
終
了
し
、
延
べ

２
２
６
人
の
方
々
に
参
加
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
町
か
ら
は

今
後
の
荒
砥
橋
架
替
工
事
に
つ

い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
災
害
発

生
時
の
対
応
や
鳥
獣
被
害
対

応
、
高
齢
者
に
対
す
る
買
い
物

支
援
、
教
育
現
場
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詳
し
く

は
全
て
の
地
区
で
開
催
後
、「
広

報
し
ら
た
か
９
月
12
日
号
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
蚕
桑
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
座
談
会
は
８
月
29
日（
火
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
蚕
桑
地
区

外
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
男
女
年
齢

問
わ
ず
参
加
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

開催月日 地　区 参加者数

７月10日 鮎貝地区 43人

７月19日 鷹山地区 52人

７月26日 十王地区 43人

７月28日 東根地区 45人

８月３日 荒砥地区 43人

８月29日（予定） 蚕桑地区 ―

松
本
弘
消
防
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
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　蚕桑小学校の３年生 18 人と鮎貝小学校の３年生
33 人が７月 24 日、深山地区で天蚕の観察会を行い
ました。
　この企画は、町内の子どもたちに町の特産品を知っ
てもらおうと、しらたか天蚕の会（須田信一会長）が
毎年実施しているもの。児童たちは、大きく丸々と成
長した天蚕の幼虫や繭を見つけると、それを興味深そ
うにじっと観察。「どうして緑色をしているのか」「な
ぜ逆さまにぶら下がっているのか」などといった質問
が上がり、一人ひとりが地域に残る貴重な文化に触れ
ました。

地域に残る文化に触れる

町内の小学校で天蚕観察会

目を輝かせながら “町の宝” を観察する児童たち

犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を目指して

社会を明るくする運動住民集会開催

　７月 10 日、第 67 回白鷹町社会を明るくする運動
住民集会が町健康福祉センターで開かれ、関係者など
約 80人が参加しました。
　この運動は、犯罪・非行の防止及び罪を犯した人た
ちの更生について理解を深め、地域ぐるみで力を合わ
せて安全・安心な地域社会を築くことを目的としたも
の。この日は、県立荒砥高校の前校長である佐藤まり
子さんによる講演と、昨年実施された第 66回社会を
明るくする運動山形県作文コンテストにおいて最優秀
賞に選ばれた丸川和紗さん（白鷹中２年）、同優秀賞
に選ばれた平吹和花奈さん（長井高１年）による作品
発表が行われました。

「化学実験室から眺めてきた社会 ―女の子にも男の子にも
希望の持てる社会に―」と題して講演する佐藤さん。参加
者も一緒に “実験” しながら講演に耳を傾けた

　四季の郷駅では７月１日、四季の郷駅で楽しむ会に
よる恒例の七夕飾りまつりと、開業 10周年を祝した
記念花火大会が開催されました。
　今年も駅には色とりどりの七夕飾りが取り付けら
れ、特設ステージでは町内のダンスグループ「マルベ
リーズ」と、小山沢出身の大木実さん率いる「ザ・ロ
マンスター」が歌やダンスで会場を盛り上げました。
その後、日が落ちるのに合わせて「祝 10」象るキャ
ンドルが点灯。山形鉄道フラワー長井線が駅に到着す
ると、夏の夜空に大輪の花火が打ち上げられました。

祝・開業10周年

四季の郷駅夏の感謝祭を開催

１_ 開業 10 周年を祝うキャンド
ルライトが温かく灯った　２_ 例
年以上に多くの地域の人が集まっ
た四季の郷駅前会場１

２
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「花回廊ようざんろーど」をつくる会第16回植樹祭

桜でつながる人と地域

　７月４日、首都圏在住の置賜地域出身者などで組織
する『「花回廊ようざんろーど」をつくる会』による
桜の植樹祭が旧鷹山小学校で行われました。
　この桜は、昨年の秋に同会から町に贈られたもので、
エドヒガンやソメイヨシノなど計 10本。旧鷹山小学
校のホールで神事が行われた後、出席者がくわ入れを
行いました。この日はあいにくの雨模様でしたが、会
員は「植樹した桜が元気に育っている。これからも会
員一同心を一つにして活動していきたい」と晴れやか
な表情で話しました。植樹した桜の前で記念撮影

　町土地改良区は６月 30日、地域に対する奉仕活動
等を自発的に実施し、地域貢献することを目的とした
ボランティア活動を行いました。
　昨年に引き続き２回目の実施となった今活動。この
日は役員及び職員の皆さんが、国道 287 号周辺と隣
接する土地改良区水路周辺のゴミ・空き缶拾いを行い
ました。約１時間で５袋程のゴミ袋がいっぱいになり、
加藤嘉郎理事長は「小さな活動でもこれだけのごみを
拾うこととなり、それだけ地域がきれいになったもの
と自負したい。今後も継続することで地域貢献にもつ
ながると思う」と話しました。

地域のきれいを地域の手で――

土地改良区役職員による推進活動

蒸し暑い中、黙々とゴミを拾う土地改良区の職員たち

　特別養護老人ホーム白光園（児玉裕継園長）では７
月 18 日～ 19 日の２日間、小松寛幸さん（十王・小
松織物工房）を講師に招き、紅花染め体験が行われま
した。　
　これは、町内のお年寄りの方にも「日本の紅（あか）
をつくる町」に関心を持ってもらおうと同園が企画し
たもので、各日ともに利用者など約 20人が参加。小
松さんに丁寧に染め方を教えていただいた参加者は、
自分だけのオリジナルのハンカチをきれいに染め上
げ、デイサービス利用者の菅原せいさん（畔藤）は「思っ
ていたよりも簡単にきれいに染まった。（ハンカチを）
持ち歩いて自慢したい」と満面の笑みを浮かべました。

オリジナルのハンカチに大満足

白光園利用者が紅花染めを体験

鮮やかなピンク色に染まったハンカチを広げて笑顔の参加者
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町からのお知らせ

■ 「
固
定
資
産
の
異
動
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

土
地
の
異
動
や
家
屋
の
新
築
、
増

改
築
、
取
り
壊
し
な
ど
に
つ
い
て
は

税
務
出
納
課
で
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
調
査
漏
れ
を
な
く
す
た
め
、

次
の
よ
う
な
固
定
資
産
の
異
動
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
５
月
15
日
に
送
付
の

納
税
通
知
書
に
同
封
い
た
し
ま
し
た

「
所
有
建
物
確
認
の
お
願
い
」
の
ハ

ガ
キ
に
記
入
し
投
函
い
た
だ
く
か
、

電
話
な
ど
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
土
地
に
つ
い
て

　

土
地
の
現
況
（
利
用
状
況
）
が
変

　

わ
っ
た
と
き

※
田
畑
や
原
野
を
造
成
し
て
、
宅
地

　

や
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
に
し
た

　

場
合
な
ど

●
家
屋
に
つ
い
て

　

家
屋
（
建
物
）
に
異
動
が
あ
っ
た

　

と
き

※
建
物
を
新
築
、
増
改
築
し
た
場   

　

合
や
、
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合

　

　

住
宅
用
の
新
築
家
屋
に
対
す
る　

　

税
の
軽
減

　

住
宅
用
の
新
築
家
屋
の
床
面
積
が

50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下
の
も
の
は
、

１
２
０
㎡
相
当
分
に
つ
い
て
初
年
度

か
ら
3
年
間
、
固
定
資
産
税
の
税
額

が
２
分
の
１
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
た
新

　

築
家
屋
は
、
初
年
度
か
ら
５
年
間
、

　

税
額
が
2
分
の
1
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
都
市
計
画
税
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

　　

改
修
し
た
家
屋
に
対
す
る
税
の
軽
減

　

次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
改
修
は
、

固
定
資
産
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

①
省
エ
ネ
改
修

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

③
耐
震
改
修

※
対
象
と
な
る
家
屋
の
要
件
や
減
額
措

　

置
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
資
産
税
係　

☎
85

－

６
１
３
３

￥

▼
内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス
（
１
戸

建
）
１
棟

《
内
訳
》

Ａ
タ
イ
プ
１
棟
（
２
階
建
約
70
坪
）

﹇
使
用
料
﹈
５
万
８
６
２
０
円
／
月

▼
入
居
に
つ
い
て

①
入
居
日　

９
月
か
ら
（
５
年
以
内
の

　

使
用
が
可
能
な
方
）

②
経
費　

使
用
に
伴
う
経
費
は
実
費
負

　

担
と
な
り
ま
す

▼
募
集
期
間　

８
月
14
日
（
月
）
〜
８

月
31
日
（
木
）

▼
申
込
方
法　

提
出
書
類
な
ど
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
商
工
観
光
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
方
法
は
、
郵
送
ま
た
は
持
参
の

　

み
と
し
ま
す
。

※
提
出
書
類
な
ど
、
詳
細
は
町
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法　

白
鷹
ソ
フ
ト
小
村
使
用

許
可
選
考
委
員
会
に
お
い
て
選
考
し
ま

す
。

▼
そ
の
他　

施
設
の
利
用
に
は
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係　

☎
87

－

０
６
９
６

　

こ
れ
ま
で
、
白
鷹
ソ
フ
ト
小
村
の
入

居
資
格
は
、
情
報
産
業
を
営
む
個
人
・

法
人
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
研

究
開
発
や
起
業
、
新
事
業
の
創
出
、
新

分
野
へ
の
進
出
な
ど
、
入
居
条
件
を
拡

充
し
地
域
産
業
の
育
成
も
支
援
し
な
が

ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
所
在
地　

鮎
貝
１
５
２
０

－

１

↑
入
居
を
募
集
す
る
施
設

（
Ａ
タ
イ
プ
）
の
外
観

自然豊かなオフィス環境で次代を築いてみませんか？

白鷹ソフト小村の入居者を募集します
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町からのお知らせ

　

白
鷹
町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
台

湾
の
高
校
生
の
教
育
旅
行
誘
致
に
向

け
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
受
入
家
庭

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
次
の
要
件
に

該
当
す
る
ご
家
庭
の
方
は
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
要
件
】

　

白
鷹
町
内
に
お
住
ま
い
で
、
一
泊

　

二
日
の
受
入
が
可
能
な
ご
家
庭

■ 

白
鷹
町
国
際
交
流
協
会

 　

台
湾
か
ら
の
教
育
旅
行
受
入
家
庭
を
募
集
し
ま
す

　

ま
た
、
国
際
的
な
交
流
が
し
た
い

方
や
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
方
な
ど
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

随
時
、
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
商

工
観
光
課
交
流
推
進
係
内
）

☎
85

－

６
１
２
６

　

第
47
回
白
鷹
町
芸
術
祭
を
10
月
27

日
～
10
月
29
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

町
芸
術
文
化
協
会
で
は
、
そ
の
中

の
「
芸
能
ま
つ
り
（
ス
テ
ー
ジ
公
演

部
門
）」
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
展
示
部
門
の
募
集
は
追
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
29
日
（
日
）

　

昼
12
時
～
（
予
定
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

あ
ゆ
ー
む
「
ホ
ー
ル
」

▼
出
演
料　

１
０
０
０
円

▼
出
演
内
容　

芸
能
で
あ
れ
ば
何
で

も
。
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

出
演
時
間
は
５
分
間
で
す
。

　

ま
た
、
国
際
文
化
交
流
の
一
環
と

し
て
、
海
外
芸
能
を
発
表
さ
れ
る
方

■ 

町
芸
術
祭「
芸
能
ま
つ
り
」
出
演
者
募
集

も
募
集
し
ま
す
。（
出
演
料
無
料
）

▼
募
集
締
切　

８
月
31
日
（
木
）

▼
申
込
方
法　

事
務
局
へ
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

芸
術
文
化
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係
）

☎
85

－
６
１
４
６

１階

２階

※より詳細な間取りは町ホームページ（ホーム→施設情報→ソフト小村）からご覧ください。　

Ａタイプ
間取り図
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古
木
映
え
桜
回
廊
釜
の
越　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
戸
市　

安
達　

功

木
の
下
で
弁
当
開
く
遠
足
で　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

木
も
れ
日
が
足
元
照
ら
す
散
歩
道　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

木
の
根
っ
こ
俺
の
足
元
妨
げ
る　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

盆
栽
サ
ツ
キ
お
花
見
乾
杯〝
父
の
日
に
〞　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

名
木
の
釜
の
越
櫻
生
と
し
生
て　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

子
を
叱
る
木
を
見
て
森
を
見
ぬ
如
く　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

木
を
植
え
て
林
を
造
り
森
造
る　
　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

木
々
芽
吹
き
緑
の
葉
っ
ぱ
で
か
く
れ
ん
ぼ　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

山
々
は
新
緑
に
な
り
木
の
香
り　
　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

目
に
浮
か
ぶ
瑞
竜
院
の
杉
木
立
ち　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

古
い
道
杉
の
並
木
路
若
い
木
が　
　
　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎　

子
が
生
ま
れ
記
念
に
植
え
た
木
大
木
に　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

枯
木
だ
が
時
に
は
恋
し
夢
ひ
ら
く　
　
　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

猛
暑
時
期
木
陰
で
読
書
楽
し
い
よ　
　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

若
き
日
に
植
え
て
育
て
た
山
の
杉
大
木
と
な
り
遥
か
に
見
え
る　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩　

野　

紺
野　

五
月

思
い
出
の
詰
ま
り
し
母
の
木
針
箱　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子

雑
木
林
野
鳥
の
住
み
か
守
り
た
い　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

読
経
と
木
魚
の
ひ
び
き
腑
に
落
ち
て　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

気
持
ち
良
い
ひ
の
木
の
ろ
て
ん
風
呂　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

木
の
香
り
い
つ
迄
続
く
マ
イ
ホ
ー
ム　
　
　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

百
年
の
古
木
で
さ
え
も
花
咲
か
す　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

年
輪
に
叶
わ
ぬ
悟
り
親
に
視
る　
　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

木
の
根
っ
こ
咲
い
た
華
だ
け
讃
ら
れ　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

神
技
で
木
一
本
か
ん
の
ん
様
に
生
れ
変
る　
　
　

広　

野　

新
野
智
耶
子

汗
積
ん
だ
樹
木
軋
む
乱
気
流　
　
　
　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

神
木
に
諸
説
が
あ
っ
て
敬
ま
わ
れ　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

親
切
の
木
に
咲
く
花
へ
涙
す
る　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

松
野
い
せ
子

桑
の
木
も
洋
ナ
シ
の
木
と
変
り
け
り　
　
　
　
　

ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

鎮
守
の
杉
地
域
見
守
る
御
神
木　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

平
和
っ
て
い
い
な
木
陰
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

太
古
木
輪
切
り
年
輪
見
事
な
幹　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

木
工
の
遊
具
に
暫
し
心
和
む　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 木 ―　　 

次回「野」八月二十五日まで。　「成」九月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

こ
ん
に
ち
は
。
遠
藤
で
す
。

　

暑
い
日
々
が
や
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
皆
さ
ん
は
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
寒
い
よ
り
も
暑
い
方
が
ビ
ー

ル
が
お
い
し
い
の
で
好
き
で
す
。
で

も
雪
も
好
き
で
す
。 　皆さんが持つ先人の知恵

　たくさんご教示ください

地域おこし協力隊　遠藤　真弓

　皆さんが持つ

第18回

地域おこし協力隊通信

　

５
月
に
今
年
度
の
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
集
積
が
始
ま
り
ま
し

た
。
出
荷
者
登
録
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
受
け
入
れ
で
き
ま
す
の
で
（
主
に

間
伐
材
）、
山
を
お
持
ち
の
方
は
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
年
は
個
人
的
に
柿
渋
と

藍
の
泥
藍
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
藍
は
育
苗
を
失
敗
し
て

し
ま
い
、
今
年
は
も
う
ダ
メ
か
と

思
っ
た
の
で
す
が
な
ん
と
か
持
ち
直

し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
葉
っ

ぱ
が
ど
の
く
ら
い
採
れ
る
の
か
…
。

　

柿
渋
は
作
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
ら
ぜ
ひ
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
そ
う
い
っ
た
先
人

の
知
恵
を
た
く
さ
ん
学
び
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

収穫した葉を使って泥藍を制作中

何とか持ち直して成長してくれた藍の葉

●16　　 広報しらたか　2017.8.14



■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費
町長の主な動静 ７月 ７月
月　日 行　　事　　名
7月 1日 四季の郷駅夏の感謝祭

7月 2日
紅花 colors オープニングセレモニー ・紅ランチ
発表会

7月 3日
町長訓示

花回廊ようざんろーどをつくる会会員交流会

7月 4日

山形銀行本店白鷹紅花まつり展オープニングセ
レモニー

知事表敬訪問　紅花プレゼント

山形県国民健康保険団体連合会理事会

7月 5日 置賜地方町村会町長研修　～7日まで（高知県）

7月 8日 第 23 回白鷹紅花まつり　

7月 10日

第 67 回白鷹町社会を明るくする運動内閣総理

大臣メッセージ伝達式

第 67 回白鷹町社会を明るくする運動住民集会

まちづくり座談会 （鮎貝地区）

7月 12日

まちづくり複合施設等整備特別委員会

議会運営委員会

第 6回白鷹町議会臨時会

人権擁護委員感謝状伝達 ・新任辞令交付式

置賜開発重要事業県知事陳情

7月 13日 白鷹町国民健康保険運営協議会

7月 14日
自衛官募集相談員委嘱状交付式

定例課長会

月　日 行　　事　　名
7月 14日 荒砥高校をサポートする会総会

7月 16日 白鷹ライオンズカップ ・少年サッカー大会

7月 18日

国道 287 号 （米沢～白鷹間） 整備促進期成同
盟会総会

最上川上流 （置賜地区） 改修促進期成同盟会
総会

長井白鷹建設組合 「町長と語る会」

7月 19日

山形県治水協会通常総会

山形県砂防協会第 70 回通常総会

まちづくり座談会 （鷹山地区）

7月 20日
本県選出国会議員との懇談会、 総務省 ・厚生労働
省幹部職員との意見交換会　～ 21 日まで （東京都）

7月 22日 置賜開発重要事業　国会議員陳情

7月 24日 区長会と課長会との懇談会

7月 26日
白鷹町水道経営審議会委員委嘱状交付式並び
に第 1回白鷹町水道経営審議会

まちづくり座談会 （十王地区）

7月 27日
国道 399 号 （いわき福島南陽間） 改良整備促
進期成同盟会総会 （東京都）

白鷹きらやか会総会

7月 28日

全国高校総体総合開会式

まちづくり座談会 （東根地区）

全国高校総体女子ソフトボール開会式

7月 30日 全国高校総体女子ソフトボール競技始球式

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
7月 3日 贈答品 34,200　 重要事業要望

7月 5日 香典 30,000　 農業委員弔慰金

7月 6日
御祝 3,450　

花回廊ようざんろーどをつく
る会第 16 回植樹祭

贈答品 95,676　 首都圏関係機関等

7月 13日 香典 5,000　 職員ご親族弔慰金

7月 18日 御祝 5,000　 ホップ生産者振興懇談会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

7月 20日 御祝 3,300　
白鷹カントリーエレベーター
利用組合役員納涼大会

7月 21日
御祝 5,000　 白鷹きらやか会総会

献酒 3,200　 鮎貝八幡宮交通安全祈願祭

7月 24日 香典 5,000　 職員ご親族弔慰金

7月 28日 御祝 3,400　 八乙女八幡神社半夏祭

計 193,226　

　真夏のこども園、水しぶきをあげた子どもたちの歓声が

プール中に響き渡ります。水の中では、もぐったり泳いだり、

浮き輪をつなげたり。お日様の光も、夏の風も、子どもたち

に仲間入りです。

子ども俳句「水あそび」

「プールあそびうきわでバシャバシャぼうけんだ」

「みずのなかキラキラおひさまあそんでる」

「みずのなかわたしはにんぎょスイスイと」

よつばこども園
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【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎８６-０２１０

これまで以上により多くの方に町の検診を受けて健康づくりに役立てて

いただくために、申し込みをいただかなくても年齢や性別で対象となる

検診を、今年度から各地区の検診日程に合わせてご案内しています。

検診でわかること・病気の特徴について 検診名（対象年齢） 検診間隔 検診内容

生活習慣病のリスクがわかります。どんなと

ころに問題があるか、今の健康状態をあらわ

します。異常をそのままにしておくと異常の

リスクが重なり、心臓病などの生活習慣病発

症のリスクが高くなります。

健康診査（19 ～ 39歳）

年１回

問診、身体測定、血圧測定、尿検査、

血液検査、心電図、眼底検査　ほか。

特定健診の方は腹囲測定があります。

特定健診（40 ～ 74歳）

後期高齢者健診（75歳以上）

全国の死亡原因の上位に位置し、男性のがん

死亡第１位です (※１）。
肺がん検診（40歳以上） 年１回

胸のⅩ線検査…全体を写すため、大

きく息を吸い込んでしばらく止めて

撮影します。

【痰の検査 :50歳以上で喫煙指数が

600以上の人（１日本数×喫煙年数）】

かかる人は近年増加しています。がんによる

死亡原因の上位に位置し、女性のがん死亡第

１位、男性のがん死亡第３位です (※１)。

大腸がん検診（40歳以上） 年１回

便潜血検査…がんやポリープがある

と出血をすることがあるため、便に

混じった血液を検出する検査です。

50歳以降にかかる人が多く、急速に進行する

がんもあります。男性のがん死亡第２位、女

性の第３位です（※１）。

胃がん検診（40歳以上） 年１回

胃Ⅹ線検査…バリウムと発泡剤を飲

み、胃の中の粘膜を観察する検査で

す。

年齢が高くなるにつれ、かかる人の割合が増

えてきます。

前立腺がん検診

（40歳以上の男性）
年１回 血液検査になります。

肝炎ウイルスに感染しても自覚症状がないこ

とが多く、気づきにくい感染症です。肝臓が

ん、慢性肝炎などの早期発見につながります。

肝炎ウイルス検査（※３）

（40 歳以上で一度も検査

を受けたことがない方 )

１度 血液検査になります。

女性の罹患数 (新たにがんと診断されること

)が１番多いのが乳がんです (※２)。検診の

他、月１回のセルフチェック (自己視触診 )

がとても大切です。

乳がん検診（※３)

(40歳以上の女性 )

２年に

１回

視診・マンモグラフィ撮影…乳房を

片方ずつ板で挟んで撮影します。

30 ～ 50歳代の女性で近年増加しています。
子宮頸がん検診（※３）

（20歳以上の女性）

２年に

１回

視診・細胞診…膣鏡を挿入し状況を

確認します。子宮の入り口をブラシ

でこすり顕微鏡で観察します。

（※１）2015年統計　　（※２）2012年統計

（※３）無料クーポン券、または受診券を対象の方に事前に配付

 ▼平成 29年度対象者…肝炎ウイルス検査（今年度 41・46・51・56・61歳になる方）・乳がん検診（今年度 41歳になる方）・子宮頸 

　 がん検診（今年度 21歳になる方）

　注意とお願いについて

・がん検診では、がんでないのに「要精密検査」と判定さ
　れる場合もあれば、がんがあるのに見つけることができ
　ない場合もあります。気になる症状がある場合は、検診
　日を待たず早めに医療機関を受診しましょう。
・健康診断やがん検診の結果が要精密検査となった場合、
　必ず精密検査を受けてください。

　健診結果説明会について

　８月から各地区で、健康診断を受けた方を対象に健診結
　果説明会を開催します。健診結果の見方や生活習慣病予
　防のポイントについて具体的にお話します。ぜひご参加
　ください。

健診結果を活
用し、生活習

慣病を予防し
ましょう。

♡
　　受けましょう！
健康診断・がん検診

●18　　 広報しらたか　2017.8.14



■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

荒高掲示板 
　  ・１日体験入学

  　・荒砥高校体育祭 

１日体験入学
９月２日  土 ［受付］８時 30分～８時 55 分

❶全体会（生徒会による学校PR・総合学科の説明など）
　　　　　　　　　　　　　　　　9：00 ～   9：50
❷系列別体験授業　10：00 ～ 10：45　　　
　アンケート記入　10：45 ～ 10：55　　　　　　　

内　

容

★当日は筆記用具・上履きを持参のうえ、体育館入口から

　お入りください。

　　多数の参加を

お待ちしています！

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　６月 24日、恒例の荒砥高校体育祭が同校のグラン
ドで開催されました。この日は、白鷹町議会議長遠藤
幸一様、白鷹町教育長沼澤政幸様、白鷹中学校校長山
川英俊様をはじめとしてたくさんの来賓の方がお見え
になりました。熱い中、競技や応援に一生懸命な生徒
たちの汗が光りました。

『荒砥高校体育祭』

大
相
撲
七
月
場
所
（
７
月
８
～
23
日
）

取組 星取 決まり手

２日目 ● 上手出し投げ

３日目 ● 押し出し

５日目 ○ 押し出し

８日目 ● 押し出し

９日目 ● 寄り切り

11日目 ○ 送り倒し

13日目 ○ 小手投げ

東幕下４枚目　３勝４敗

白
は

く

鷹
よ

う

山
ざ

ん

情
報

幕
下
上
位
で
逃
し
た
チ
ャ
ン
ス

鍛
え
直
し
て
成
長
し
た
相
撲
を

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　
今
場
所
は
幕
下
上
位
で

チ
ャ
ン
ス
の
場
所
に
も
関

わ
ら
ず
、
負
け
越
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

不
甲
斐
な
い
相
撲
も
多

く
、
課
題
も
た
く
さ
ん
残

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

来
場
所
ま
で
に
は
さ
ら

に
鍛
え
直
し
て
、
成
長
し

た
相
撲
を
取
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

町
へ
の
寄
付
に
感
謝

旬
彩
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
事
務
局　

様

　

７
月
２
日
、
旬
彩
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

事
務
局
様
（
鈴
木
美
信
代
表
）
よ

り
、
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

15
回
旬
彩
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
で
募
っ

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
２
万
円
を
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。白

は

く

鷹
よ

う

山
ざ

ん

情
報
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　誰もが気軽に参加できる場として、「の
どかカフェ」を開催しています。お茶を
飲みながら参加者同士で認知症や介護、
介護予防、健康づくり等について情報交
換をしています。毎月第４水曜日に開催
しています。

地域包括支援センター ℡86-0112

●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　８月 23日（水）午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。

【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係   ☎86-0112

　「みんなの居場所、交流の場があればもっと
暮らしやすい安全で安心な町になるのではない
か」「いろんな人の架け橋になりたい」との思
いから、みんなが集える交流の場を作りました。
　まずは、「百歳体操」という子どもから高齢
者まで取り組むことができる体操と、茶話会を
開催します。
　どなたでも参加可能です。みんなで集って、
いろんなお話をして心も体も元気になりましょ
う。皆さんの参加を心よりお待ちしています。
●日　時　８月 18日（金）、25日（金）
　　　　　午前 10時～ 11時 45分
※今後継続して開催します。日程は事務局にご
　確認ください。
●場　所　「たんぽぽ」（鮎貝神明町「陽光学園
　　　　　グループホーム陽だまり」西側）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 100 円
●持ち物　バスタオル（百歳体操時に椅子の下
　　　　　に敷きます）

　支えあう地域づくりなないろの会の
　スタッフも募集しています。

　支えあう地域づくりなないろの会は、地域に
暮らす方誰もが世代を問わず気軽に集い、交流
や健康づくり、生きがい活動などを行うための
居場所づくりに取り組んでいる団体です。

８月開催「のどかカフェ」のご案内

誰もが健康づくりや交流を楽しめる居場所を作りました。
皆さん、お気軽においでください。

　スタッフの役割としては、居場所づくりの企
画運営や、参加者とともに交流・体操・会食・
趣味活動等を行っていただくものです。

【担当】健康福祉課地域包括支援センター係　
　　　  ☎ 86-0112
【問い合わせ・事務局】
支えあう地域づくりなないろの会
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

支えあう地域づくりなないろの会
（福祉型小さな拠点）が始まります 

神
明
公
民
館

花菱縫製
白鷹工場

たんぽぽ
陽光学園
グループホーム
陽だまり

至鮎貝

至
長
井

至荒砥（荒砥橋）

会場周辺地図
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

　　 あんしん×あんぜん

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

　　　　　　交通事故防止のために！

暑さからくる気のゆるみや疲労が原因で、居眠り、

ぼんやり状態になりやすい時期。

▼ 疲れたらこまめな休憩を取りましょう。

▼ 前をよく見て運転に集中しましょう。

▼ スピードを控えましょう。

▼ 全席シートベルトを確実に着用しましょう。

▼ 飲酒運転は犯罪です。絶対しない！

　　  身近な犯罪等の防止のために！

家族旅行、夏祭り、買い物など外出の機会が多く、

被害に遭わないように要注意。

▼ 戸締りしっかり、カギをかけましょう。

▼ 自宅に多額の現金を置かないようにしましょう。
▼ 車から離れるときは「キー抜き・ドアロック」

　し、カバンや貴重品は車内に置かないようにし

　ましょう。

▼ 地域ぐるみで犯罪を防止し、安全で住みよい地

　域にしましょう。

山形県鉄道防犯連絡協議会連合会

鉄道から事件・事故をなくしましょう

こんなことは やめよう
感
電（
二
万
ボ
ル
ト
）に

　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

ふ
み
き
り
の
ボ
タ
ン
を
、

イ
タ
ズ
ラ
す
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

せ
ん
ろ
に
石
や
物
を
、

お
い
て
あ
そ
ぶ
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

お
り
て
い
る
遮
断
機
は
、

く
ぐ
り
ま
せ
ん
。

し
ゃ
だ
ん

き

か
ん
で
ん

ま
ん

ち
ゅ
う
い

い
し

も
の

特   徴

１．国道等の幹線道路での死亡事故が多い。

２．暑さや疲れからくる居眠り・ぼんやり運転が原因。

３．正面衝突、電柱への衝突等の単独事故が多く、重

　　大事故（複数人数死亡事故など）に発展しやすい。

危険！
夏型事故

線路等における
鉄道事故防止！
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広 

告

を
有
す
る
方

【
介
護
員
及
び
支
援
員
】
昭
和
53
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

▼
試
験
日　

９
月
24
日（
日
）

▼
試
験
内
容　

作
文
、
面
接

▼
試
験
会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
白
光
園

▼
申
込
期
限　

９
月
15
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
２

－
０
８
３
１

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
３
７
７
番
地

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
光
園
内
）

☎
85

－

１
５
１
１

※
正
職
員
の
ほ
か
、
契
約
職
員（
65

歳
ま
で
の
方
）
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。西

置
賜
行
政
組
合
消
防
職
員

　
  

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
募
集
内
容　

消
防
士　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

⑴
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
方

⑵
そ
の
他
、
業
務
に
必
要
な
身
体
要

　

件
あ
り

※
い
ず
れ
も
採
用
後
、
長
井
市
、
小

国
町
、
白
鷹
町
、
飯
豊
町
に
居
住
予

定
の
方

▼
試
験
日　

９
月
24
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

西
置
賜
行
政
組
合
消

防
本
部

募
　
集

置
賜
地
区
自
作
視
聴
覚
教
材

  　

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

自
作
に
よ
る
視
聴
覚
教
材
（
ス
ラ

イ
ド
、
ビ
デ
オ
、
紙
芝
居
等
）
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

▼
公
募
部
門

【
学
校
教
育
部
門
】
幼
児
・
保
育
施

設
、
学
校
等
で
の
教
育
活
動
の
中
で

活
用
で
き
る
も
の

【
社
会
教
育
部
門
】
学
校
教
育
以
外

の
学
習
活
動
で
も
活
用
で
き
る
も
の

【
児
童
生
徒
作
品
部
門
】
主
に
児
童

生
徒
が
制
作
し
た
教
材

▼
公
募
作
品
種
別　

ス
ラ
イ
ド
、
ビ

デ
オ
、
紙
芝
居
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ

フ
ト
、
Ｔ
Ｐ
（
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使
っ
て
投

影
す
る
シ
ー
ト
）
等

▼
応
募
方
法　

要
項
の
出
品
表
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
品
、
添

付
資
料
等
と
一
緒
に
教
育
委
員
会
ま

た
は
置
賜
教
育
事
務
所
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　

10
月
27
日（
金
）必
着

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興

係　

☎
85

－

６
１
４
６

置
賜
教
育
事
務
所
社
会
教
育
係

☎
88

－

８
２
４
２

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会

　

  

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

▼
募
集
内
容

・
看
護
員　
　
　
　
　
　

１
名

・
機
能
訓
練
指
導
員　
　

１
名

・
介
護
員
及
び
支
援
員　

５
名

※
当
会
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
で
の
介
護
職
を
介
護
員
、
障
害

者
支
援
施
設
等
で
の
利
用
者
支
職
を

支
援
員
と
呼
ん
で
お
り
、
相
互
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格

【
看
護
員
】
昭
和
37
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
資
格
を
有
す
る
方

【
機
能
訓
練
指
導
員
】
昭
和
37
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
理

学
療
法
士
ま
た
は
作
業
療
法
士
資
格

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

▼
試
験
内
容

【
第
１
次
試
験
】
教
養
試
験
（
高
校

卒
程
度
・
適
性
検
査
（
筆
記
）・
体

力
試
験

【
第
２
次
試
験
】
作
文
試
験
・
人
物

試
験
（
集
団
及
び
個
別
面
接
）

▼
採
用
予
定
日　

平
成
30
年
４
月
１

日▼
受
付
期
間　

８
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
９
月
11
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
日
休
日
を
除
く
。

※
受
付
最
終
日
の
日
時
必
着
。

▼
申
込
書
交
付
場
所　

西
置
賜
行
政

組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
・
消
防
署
、

消
防
署
各
分
署

※
詳
し
く
は
西
置
賜
行
政
組
合
消
防

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。　
　
　
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
３

－

０
０
４
２

長
井
市
平
山
４
４
６
０

西
置
賜
行
政
組
合
事
務
局
（
消
防
本

部
庁
舎
内
）　

☎
85

－

６
１
３
１

　

  

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
募
集
内
容　

消
防
士　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

①
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
採
用
後
に
米
沢
市
、
南
陽
市
、
高

　

畠
町
、
川
西
町
に
居
住
で
き
る
方

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
車

　

限
定
を
除
く
）
を
有
す
る
方
ま
た

　

は
取
得
見
込
み
の
方

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
24
日（
日
）

▼
第
１
次
試
験
会
場　

置
賜
広
域
行

政
事
務
組
合
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

※
体
力
試
験
は
25
日
（
月
）
に
米
沢

市
営
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日　

平
成
30
年
４
月
１

日▼
受
付
期
間　

８
月
14
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
９
月
８
日
（
金
）

▼
申
込
書
交
付
場
所

①
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
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催
　
し

　

で
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男
女

▼
受
付
期
間

・
自
衛
官
候
補
生
…
随
時
受
付

・
一
般
曹
候
補
生
／
航
空
学
生（
海

　

上
） （
航
空
）…
９
月
８
日
（
金
）

　

ま
で

※
試
験
日
は
、
い
ず
れ
も
受
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
自
衛
官
採
用
説
明
会
】

▼
い
つ　

８
月
27
日
（
日
）

　

午
前　

10
時
～
昼
12
時

■
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
「
文
化
実

習
室
」

※
予
約
不
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
米
沢
地
域

事
務
所　

☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１

　
　

  

産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
７

　
　

  

開
催
決
定

　

今
年
度
は
秋
の
開
催
に
決
ま
り
ま

し
た
。

　

町
の
産
業
に
触
れ
合
え
る
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
4
日
（
土
）・
5
日

（
日
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
あ
ゆ
ー
む
及
び
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
商
工

振
興
係　

☎
87

－

０
６
９
６

聰
明
会
「
夏
祭
り
」

＊
白
鷹
あ
ゆ
み
の
園

＊
み
ゆ
き
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
い
つ　

８
月
19
日
（
土
）

　

午
後
５
時
～
午
後
７
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
あ
ゆ
み
の
園　

正

面
広
場
（
雨
天
時
…
白
鷹
あ
ゆ
み
の

園
施
設
内
）

▼
催
し
物　

高
玉
芝
居
（
歌
、
踊

り
）、
職
員
出
し
物
等

　

総
務
課
、
消
防
本
部
及
び
各
消
防

　

署
②
置
賜
地
域
の
市
役
所
及
び
町
役
場

　

の
企
画
担
当
課

③
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

　

w
w

w
.okikou.or.jp/toppage.

　

htm

）
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９
２

－

０
０
１
２

米
沢
市
金
池
三
丁
目
１
番
５
５
号

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
総

務
課
（
職
員
採
用
試
験
担
当
）

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
６

自
衛
官
等
募
集
及
び
自
衛
官

　

  

採
用
説
明
会
の
お
知
ら
せ

【
自
衛
官
募
集
】

▼
募
集
種
目
及
び
応
募
資
格
（
平
成

30
年
４
月
１
日
現
在
年
齢
）

①
自
衛
官
候
補
生
…
18
歳
以
上
27
歳

　

未
満
の
男
女

②
一
般
曹
候
補
生
…
18
歳
以
上
27
歳

　

未
満
の
男
女

③
航
空
学
生
（
海
上
）
…
高
卒
以
上

　

で
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
男
女

④
航
空
学
生
（
航
空
）
…
高
卒
以
上

秋田県大雨災害義援金を募ります

　秋田県共同募金会で、7月22日からの大雨によって
被災されている方々のために義援金を募集しています。
皆様のご協力をよろしくお願いします。
●受付期間　８月31日（木）まで　
　　　　　　※ 土・日・祝日は除く
●受付時間　午前８時30分～午後５時
●受付場所　白鷹町健康福祉センター

【問い合わせ】白鷹町共同募金委員会／白鷹町社会福
　　　　　　  祉協議会　☎86‐0150

白鷹町共同募金委員会からのお知らせ

秋田県大雨災害義援金を募ります

　日本赤十字社は、平成29年７月22日からの秋田県
における大雨により被災された方々の生活再建の一助
とするため、義援金の受付けを行っています。
　お寄せいただいた義援金は、全額を被災された皆様
にお届けします。なお、義援金の額が2,001円以上の
場合、寄付金控除の対象となります。確定申告の際に
必要な受領証を発行しますので、希望される方は健康
福祉課窓口へお越しください。
●義援金名　秋田県大雨災害義援金
●受付期間　８月31日（木）まで　
　　　　　　※ 土・日・祝日は除く
●受付時間　午前８時30分～午後５時
●受付場所　白鷹町役場１階ロビー・白鷹町健康福祉
　　　　　　センター

【問い合わせ】日赤白鷹町分区事務局／健康福祉課福
　　　　　　   祉係　☎86-0111

日赤白鷹町分区からのお知らせ

昨年度の産業フェアの様子
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お
し
ら
せ

▼
売
店　

焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
ジ

ュ
ー
ス
等

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
あ
ゆ
み
の
園

☎
85

−

５
６
７
８

お
き
た
ま
森
の
感
謝
祭
２
０
１
７

▼
い
つ　

９
月
16
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
草
岡
「
古
代
の

丘
」

▼
内
容　

①
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト　

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

　

苗
木
（
先
着
３
０
０
名
）、
山
菜

　

そ
ば
の
振
る
舞
い
（
数
量
限
定
）

②
実
演
コ
ー
ナ
ー
（
高
性
能
林
業
機

　

械
）

③
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
木
製
貯
金
箱
づ

　

く
り
〈
数
量
限
定
〉、
ネ
イ
チ
ャ

　

ー
ゲ
ー
ム
、
け
ん
玉
パ
フ
ォ
ー
マ

　

ン
ス
と
体
験
）

④
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
木
質
バ
イ
オ
マ

　

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
材
地
住
Ｐ
Ｒ
、

　

国
有
林
関
係
な
ど
）

⑤
販
売
コ
ー
ナ
ー（
地
元
特
産
品
等
）

▼
参
加
料　

無
料
（
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
）

※
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
に
つ
い
て
は
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

お
き
た
ま
森
の
感
謝
祭
実
行
委
員
会

（
置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
）

☎
０
２
３
８

−

35

−

９
０
５
３

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

の
ご
案
内

　

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
長
井
市
縄
文
村
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

▼
い
つ　

８
月
20
日
（
日
）

　

午
前
８
月
30
分
集
合

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

前
駐
車
場

▼
コ
ー
ス　

約
４
㌔
コ
ー
ス

※
昼
食
に
日
本
そ
ば
を
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具
等

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推

進
会　

平
吹

☎
０
８
０

−

５
２
２
１

−

０
９
４
２

第
１
回  

親
と
子
の
柔
道
体
験
会

▼
い
つ　

９
月
３
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

山
形
県
総
合
運
動
公
園

総
合
体
育
館
２
階
柔
道
場

▼
内
容　

柔
道
未
経
験
者
の
た
め
の

柔
道
体
験
会
（
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
対
象　

柔
道
未
経
験
者
の
未
就
園

児
～
小
学
生
と
そ
の
父
母

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
形
県
柔
道
連
盟
（
事
務
局
）

☎
０
８
０

−

３
３
２
６

−

２
９
９
３

　
　
　

置
賜
三
十
三
観
音

　
　
　

巡
礼
の
旅
の
ご
案
内

　　

先
達
（
案
内
人
）
の
同
行
の
も
と
、

置
賜
三
十
三
観
音
の
詳
し
い
案
内
や

読
経
で
、
地
域
の
人
々
の
手
に
よ
っ

て
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
置
賜
地
域

の
観
音
様
を
め
ぐ
る
心
の
旅
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
三
十
三
ヶ
寺
を

３
回
に
別
け
て
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

実
施
期
日
、
内
容
、
参
加
料
等
の

詳
細
は
、
や
ま
が
た
長
井
観
光
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://kankou-

nagai.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

や
ま
が
た
長
井
観
光
局　

☎
88

−

１
８
３
１

置
賜
三
十
三
観
音
札
所
会
事
務
局

小
野
川
観
音
副
山
主　

関
谷

☎
０
２
３
８

−

32

−

２
９
８
８

　

夢
を
あ
き
ら
め
な
く
て
も
す
む
社
会
へ

　

夢
を
応
援
基
金
ひ
と
り
親
家
庭

　

支
援
奨
学
金
制
度
奨
学
生
募
集

　

一
般
財
団
法
人
全
国
母
子
寡
婦
福

祉
団
体
連
合
会
協
議
会
と
ロ
ー
ソ
ン

グ
ル
ー
プ
が
力
を
合
わ
せ
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
生
徒
さ
ん
を
給
付
型
奨
学

金
で
応
援
し
ま
す
。

▼
募
集
数　

全
国
４
０
０
名
（
各
都

道
府
県
４
名
～
）

▼
奨
学
金　

月
額
３
万
円
（
返
還
不

要
、
他
の
奨
学
金
と
の
併
用
可
）

▼
対
象
学
年　

中
学
校
３
年
生
、
高

等
学
校
（
１
～
３
年
生
）、
高
等
専

門
学
校
（
１
～
３
年
生
）
等
に
在
籍

す
る
生
徒

▼
応
募
資
格　

次
の
①
～
④
の
す
べ

て
該
当
す
る
こ
と

　　    平成 30 年産

　　   「つや姫」生産者を募集します　

●申請手続　生産者集団（JA、米集組合、生産団体など）
　または個人が町を通して申請します。
※平成 29年産で認定されている方も申請が必要です。
●募集期間　９月 15日（金）まで
●提出先　農林課農業振興係に提出ください。（申請書
　は農林課・JA・各農業技術普及課に備えてあります。）
●認定要件　認定に際しては、水田経営面積や栽培方法
　などの要件があります。
※詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ】　
農林課農業振興係　　　　　　　　　☎ 85-6107
JAやまがたおきたま農協荒砥支店　　☎ 85-2121
置賜総合支庁西置賜農業技術普及課　☎ 88-8212

募 

集

①
ひ
と
り
親
世
帯
で
あ
り
、
就
学
に

　

関
し
て
経
済
的
に
困
難
な
生
徒

②
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
意
欲
が
あ

　

り
、
社
会
貢
献
へ
の
積
極
的
な
姿

　

勢
の
あ
る
品
行
方
正
な
生
徒

③
全
国
母
子
寡
婦
福
祉
団
体
協
議
会

　

加
盟
団
体
の
会
員
及
び
入
会
を
希

　

望
す
る
方
の
子
弟

④
会
員
登
録
し
て
い
る
団
体
代
表
者

　

の
推
薦
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　

生
徒

▼
応
募
締
切　

８
月
25
日（
金
）必
着

※
次
年
度
以
降
も
卒
業
生
数
に
合
わ

せ
、
追
加
募
集
を
実
施
す
る
予
定
で
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告

 
平成 29年 5月 26日 

 

看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集 

0238-87-8000 

𠮷𠮷川記念病院 
小児科・内科・精神科 

児童精神科・老年精神科 

神経内科・リハビリテーション科 

4月 1日より新しく 熊澤 豊 医師が入職され、診療体制が充実しました。 

専門は消化器内科ですが、内科一般幅広く対応いたします。 

診察日は月・火・水・木曜日の 9時～12時、14時～17時です。 

診察(新患も可)をご希望の方は、随時お受けいたします。 

〒993-0075 長井市成田 1888-1 

医 療 法 人 杏 山 会 

す
。
な
お
、
詳
し
く
は
全
国
母
子
寡

婦
福
祉
団
体
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://zenbo.org)

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

○
全
国
母
子
寡
婦
福
祉
団
体
協
議
会

　

加
盟
団
体

○
一
般
財
団
法
人
全
国
母
子
寡
婦
福

　

祉
団
体
協
議
会
事
務
局

☎
０
３

－

６
７
１
８

－

４
０
８
８

き
の
こ
食
中
毒
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

山
形
県
は
平
成
24
年
か
ら
き
の
こ

食
中
毒
の
発
生
件
数
が
全
国
で
一
番

多
い
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
に
よ
る
食
中

毒
が
多
い
の
で
、
写
真
の
見
分
け
方

を
参
考
に
、
誤
っ
て
食
べ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
毒
き
の
こ
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
知
ら
な
い
き
の
こ
は
採
ら
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
同
じ
よ
う
な
き
の
こ
が
生
え
て
い

　

て
も
、
そ
れ
と
似
た
毒
き
の
こ
が

　

混
じ
っ
て
生
え
て
い
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
採
る
と
き
も
食
べ
る
前

　

に
も
、
よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
廃
棄

　

し
ま
し
ょ
う
。

④
安
易
に
お
す
そ
分
け
は
し
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
「
縦
に
裂
け
る
き
の
こ
は
食
べ
ら

　

れ
る
」「
毒
き
の
こ
は
美
し
い
」

「
虫
の
食
べ
た
き
の
こ
は
食
べ
ら
れ

　

る
」
な
ど
の
言
い
伝
え
は
、
科
学

　

的
根
拠
の
な
い
迷
信
で
す
。
気
を

　

つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁
生

活
衛
生
課
食
品
衛
生
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
４
０

　

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
付
き
パ
ソ

　

コ
ン
講
習
会
の
お
知
ら
せ

【
新
庄
会
場
】

▼
い
つ　

９
月
10
日
〜
10
日
29
日
の

各
日
曜
日
（
９
月
17
日
は
休
講
）

▼
ど
こ
で　

株
式
会
社
ア
ド
・
デ
ザ

イ
ン
（
新
庄
市
金
沢
７
９
７

－

３
）

▼
申
込
締
切　

８
月
28
日
（
月
）

【
山
形
会
場
】

▼
い
つ　

10
月
１
日
〜
11
月
19
日
の

各
日
曜
日
（
10
月
８
日
は
休
講
）

▼
ど
こ
で　

株
式
会
社
セ
ラ
フ
ィ
ル

ム
（
山
形
市
穂
積
１
１
６

－

３
）

▼
申
込
締
切　

９
月
19
日
（
火
）

【
共
通
】

▼
講
習
内
容　

①
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
就
職
準
備

　

や
理
転
職
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、

　

応
募
書
類
の
書
き
方
、
自
己
分
析

　

自
己
理
解
、
就
業
に
向
け
て
の
生

　

活
環
境
の
チ
ェ
ッ
ク
、
ビ
ジ
ネ
ス

　

マ
ナ
ー
等
）

②
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
ワ
ー
ド
、
エ

　

ク
セ
ル
、
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
等
基
礎
講
習
）

▼
募
集
人
員　

各
10
名

▼
対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
あ

れ
ば
原
則
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
応
募
締
切

後
に
選
考
と
な
り
ま
す
。

※
託
児
が
必
要
な
方
は
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
に
明

記
）

▼
費
用　

無
料

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
０

－

０
０
２
１

山
形
市
小
白
川
町
２

－

３

－

31

一
般
財
団
法
人
山
形
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー　

担
当　

佐
藤

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

２
２
９
６

　

10
月
１
日
か
ら
改
正
育
児
・
介

　

護
休
業
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

１
歳
６
カ
月
以
後
も
、
保
育
園
等

に
入
れ
な
い
場
合
な
ど
の
事
由
が
生

じ
た
場
合
は
、
会
社
に
申
し
出
る
こ

と
に
よ
り
、
育
児
休
業
期
間
を
最
長

２
歳
ま
で
再
延
長
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
場
合
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
支
給
す
る
育
児
休
業
給
付
金
の

給
付
期
間
も
２
歳
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
８

　
　♡

９
月
の
開
催
日

　

９
月
13
日
（
水
）

♡
10
月
の
開
催
日

　

10
月
11
日
（
水
）

▼
時
間　

午
後
４
時
〜
８
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
相
談
室
及
び「K

`s space

」

（
山
口
・
喜
多
楼
隣
）

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
86

－
０
２
１
２

《
婚
活
応
援
室
》

石づき（きのこの柄）を縦に裂くと、
芯の部分に黒っぽいしみが見られる
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［TEL］  85-9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/
開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

▼
い
　
つ
　
9
月
2
日
（
土
）　

　
午
後
2
時
開
始

▼
ど
こ
で
　
文
化
伝
承
室
お
よ
び

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
講
　
師
　 

星
野
　
尚

※

申
込
不
要
。
た
だ
し
入
場
に
は

　
当
日
の
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

平成29年9月までの休館日
8/14（月）・21（月）・28（月）
9/4（月）・11（月）・19（火）・25（月）

▼
い
　
つ
　
9
月 

２
日
（
土
）〜
　

　
10
月
22
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
が
祝

　
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
５
０
０
円

　
大
学
生
・
高
校
生
　
　
２
０
０
円

　
中
学
生
以
下
　
　
　
　
無
　   

料

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
後
　
援
　
ス
ペ
イ
ン
大
使
館

　
タ
ラ
セ
ア
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
受

け
継
が
れ
る
伝
統
的
な
装
飾
芸
術

で
す
。
現
在
は
本
場
で
も
受
け
継

ぐ
作
家
は
稀
で
す
。
星
野
は
、
約

80
種
類
の
木
々
の
、
千
差
万
別
の

文
様
や
色
合
い
と
い
っ
た
性
格
を

見
極
め
、 

調
和
さ
せ
、
象
嵌
に
よ

8
月
20
日（
日
）午
後
7
時
ま
で

▼
い
　
つ
　
9
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
2
時
開
演

　
　
　
　  （
午
後
1
時
30
分
開
場
）

▼
出
　
演
　
吉
川
二
郎
（
ギ
タ
ー
、

　
ギ
タ
ル
パ
）
／
野
口
久
子
（
ギ
タ

　
ー
共
演
）、
星
野
　
尚
（
タ
ラ
セ

　
ア
作
家
）　

▼
入
場
料
　
1
0
0
0
円

※

全
席
自
由
。
な
お
、
未
就
学
児

　
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
あ
ゆ
ー
む
、
中
央

　
公
民
館
ほ
か

　
1
9
9
8 

年
に
ス
ペ
イ
ン
で
発

刊
さ
れ
た
「
フ
ラ
メ
ン
コ
大
百
科

事
典
」
に
日
本
を
代
表
す
る
フ
ラ

メ
ン
コ
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
紹
介

さ
れ
た
吉
川
二
郎
と
、
2
重
奏
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
と
も
に
舞
台
に

立
つ
野
口
久
子
が
白
鷹
町
に
ス
ペ

イ
ン
の
風
を
届
け
ま
す
。
ギ
タ
ル

パ
は
吉
川
二
郎
の
発
案
楽
器
で
、

指
板
部
に
星
野
に
よ
る
象
嵌
が
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
コ
ン

サ
ー
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。

  ▲ 《サン・マテーオ教会》 2012

る
深
み
の
あ
る
重
厚
な
作
品
を
作

り
上
げ
ま
す
。
驚
が
く
の
超
微
細

技
巧
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

 白鷹
町
総
合
型
地
域 

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信 

Vol.6２ 

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪ 

☆
カ
ロ
ー
リ
ン
グ 

 
 

交
流
講
習
会 

 

 

カ
ー
リ
ン
グ
を
床
の

上
で
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
で
す
。
年
齢
を
問
わ

ず
、
ま
た
車
い
す
の
方
で
も
誰
で

も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
体
験
く
だ
さ
い
。 

▼
い
つ 

 

９
月
６
日
（
水
） 

 
 

 
 

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

▼
会
場 

白
鷹
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館 

（
元
就
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
） 

▼
対
象 

一
般
成
人
、 

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
、
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
の
会
員
の
方
な
ど 

▼
参
加
費 

無
料 

▼
申
込
み 

一
般
の
方
は
、
ゆ
め

ス
ポ
し
ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」
事

務
局
へ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
及

び
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
員

の
方
は
、
白
鷹
町
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 

ゆめスポしらたか 

「RO＊KU
ロ ッ ク

」会長 岡田 明 
 (事務局：白鷹町武道館内) 

tel.87-8988   
E-mail   rokku@sgic.jp 
ホームページ  
「ゆめスポ 

しらたか」 

で検索。または、 

◎
走
り
っ
か
ク
ラ
ブ 

 

若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
に 

向
け
て
走
ろ
う
！ 

 

走
る
の
が
得
意
な
人
も 

得
意
で
な
い
人
も
練
習
次
第
で
走
力

ア
ッ
プ
に
！ 

 

一
人
一
人
の
走
力
、
目
標
に
合
せ

て
走
り
ま
す
。
気
軽
に
体
験
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

 

参
加
希
望
者
は
、
活
動
日
の
３
日

前
迄
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

▼
活
動
日 

 

毎
週
月
、
水
曜
日 

 

（
８
月
14
日
、
16
日
は
お
休
み
） 

▼
時 

間 
 

午
後
6
時
30
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

～
７
時
50
分 

 

▼
活
動
場
所 

荒
砥
小
グ
ラ
ウ
ン
ド 

▼
対 

象 
 

小
学
４
年
生
以
上 

▼
指 

導 

白
鷹
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ 

▼
持
ち
物 

水
分
、
走
れ
る
服
装
、

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル 

 

◎
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室
＆ 

 
 

セ
ル
フ
整
体
教
室 

 

好
評
に
お
応
え
し
て
開
催
時
期
を

12
月
中
旬
迄
延
長
し
て
実
施
し
ま

す
。
引
き
続
き
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

・
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室 

 

毎
月
第
１
、
３
木
曜
日 

・
セ
ル
フ
整
体
教
室 

 

毎
月
第
２
、
４
木
曜
日 

 

［
開
催
時
間
と
会
場
］  

 
 

・
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

・
会
場 

白
鷹
町
武
道
館 

●26　　 広報しらたか　2017.8.14



【７月１日～７月31日 届出】

戸籍の窓に載せたい方は、届出のとき

に戸籍年金係にお申し出ください。

下　山　  奥　山　みや子     91

箕和田　  迎　田　文　子      95

横田尻　  船　山　博　夫      58

浅　立　  髙　橋　美智子      88

滝　野　  小　関　タマヱ      91

十　王　  川　合　はる子      85

萩　野  　鈴　木　三治郎      86

箕和田　  迎　田　春　吉      97

荒砥甲　  嶋　林　光　夫      93

畔　藤　  中　村　俊　雄      81

鮎　貝　  青　木　忠　雄      79

鮎　貝　  金　子　　正　      86

鮎　貝　  鈴　木　し　ず 　92

畔　藤　  衣　袋　由　紀      45

十　王　  樋　口　ヨシノ      92

お　く　や　み

 住 所　　   　氏　名      年齢

住 所 父母の名 子の名

高　玉 塩川 裕也 紡
つむ

　久
ぐ

知美

十　王 飯澤 明 穂
ほ

乃
の

花
か

美穂

広　野 新野 陽介 暖
はる

優佳

荒砥甲 船山 良太 煌
おう

　虎
が

麻衣

畔　藤 田代 良 文
ふみ

　乃
の

裕美

畔　藤 田代 良 月
つき

　乃
の

裕美

こんにちは赤ちゃん

♥

　　 氏　名　　　　　 住 所

松　野　晃　譜　 　十　王
塚　本　亜　衣 　　荒砥乙

鈴　木　裕　之 　　長井市

金　田　雅　子 　　箕和田

金　田　雄　太 　　高　玉

大　沼　梨　香 　　大江町

ご結婚おめでとう

♥

♥

　

全
国
の
高
校
生
が
、
各
種
ス
ポ

ー
ツ
の
頂
点
を
懸
け
て
競
い
合
う

「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）」。
今
年
度
は

「
は
ば
た
け
世
界
へ　

南
東
北
総

体
２
１
０
７
」
の
大
会
愛
称
の
も

と
、
山
形
県
・
宮
城
県
・
福
島
県

の
３
県
で
開
催
。
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
競
技
は
７
月
29
日
～
８
月
２

日
の
５
日
間
、
白
鷹
町
と
長
井
市

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
都
道
府
県
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
47
校
と
山
形
県
開
催
地
枠
の

１
校
、
計
48
校
が
出
場
し
た
今
大

会
。
山
形
県
か
ら
は
、
鶴
岡
東
高

校
と
米
沢
中
央
高
校
が
出
場
し
、

町
か
ら
は
青
木
菜
々
さ
ん
（
白
鷹

Close Up
クローズアップ

東
中
出
身
）
と
今
野
り
お
ん
さ
ん

（
白
鷹
西
中
出
身
）
が
米
沢
中
央

高
校
の
選
手
と
し
て
出
場
。
結
果

は
残
念
な
が
ら
１
回
戦
で
敗
退
と

な
り
ま
し
た
が
、
開
催
地
の
代
表

と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
熱
い
プ

レ
ー
で
地
元
の
皆
さ
ん
に
感
動
を

与
え
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
大
会
ス
タ
ッ
フ
や
荒
砥
高

校
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
の
高
校

生
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
手

に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
夏
の

青
春
ド
ラ
マ
。
今
年
度
は
岡
山
県

代
表
の
創
志
学
園
高
校
が
激
闘
を

制
し
、
白
鷹
町
で
高
校
生
た
ち
の

夏
が
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

高
校
一
を
懸
け
、
白
鷹
町
で
熱
戦
！

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

１_ 優勝を果たした創志学園
２・３_ 米沢中央高校の青木
菜々さんと今野りおんさん　
４_ 全国レベルの好プレーが
連発　５_ 各校のエースがし
のぎを削った　６_ 全国から
届いたメッセージ入りの昇り
旗　７_ 勝利に一歩及ばず涙
する選手たち　８_ 閉会式で
の演奏は荒砥高校吹奏楽部 １

５

２３

４

５

６

７

８
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編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
企
画
政
策
課

▼
少
し
時
期
は
遅
く
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
の
夏
も
紅
花
が
見
事
に

咲
き
誇
り
ま
し
た
。
毎
年
町
内
各

地
の
紅
花
畑
に
足
を
運
び
ま
す
が
、

年
々
が
そ
の
数
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
目
に
見
え
て
わ
か
り
ま
す
。

▼「
咲
か
せ
て 

摘
ん
で 

紅
（
あ

か
）
に
し
て
」
紅
花
生
産
量
日
本

一
を
誇
っ
て
い
る
白
鷹
町
で
す
が
、

実
は
紅
花
の
摘
み
手
不
足
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
紅
花
は
咲
か
せ
た
だ
け

で
は
紅
（
あ
か
）
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、

花
に
含
ま
れ
る
１
％
の
赤
色
の
色

素
を
抽
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
来
年
の
夏
は
ぜ
ひ
紅
花
摘

み
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
手
で
「
日
本
の
紅

（
あ
か
）」
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

▼
白
鷹
町
を
会
場
に
行
わ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
。
青
春
の
全
て
を
白
球
に
注

ぎ
、
全
力
で
プ
レ
ー
す
る
彼
女
た

ち
の
姿
は
と
て
も
輝
い
て
い
て
、

取
材
に
行
っ
た
は
ず
が
つ
い
見
入

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で

顔
や
腕
が
真
っ
黒
で
す
。
出
場
し

た
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
大
会
運
営

を
支
え
た
ス
タ
ッ
フ
や
高
校
生
、

地
域
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。　
　
　
　

（
て
づ
か
）

★広報しらたかは再生紙を使用しています。

　
皆
さ
ん
は
、
蚕
と
い
え
ば
白
い

も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
町
内

深
山
地
区
の
天
蚕
圃
場
に
い
る
蚕

は
黄
緑
色
の
天
蚕
で
す
。

「
天
蚕
を
始
め
た
の
は
平
成
元
年

で
、
そ
の
頃
は
繭
を
一
個
80
円
で

売
っ
て
い
た
。
で
も
、
そ
れ
じ

ゃ
あ
つ
ま
ら
な
い
か
ら
付
加
価
値

を
つ
け
た
ら
ど
う
か
と
、
生
産
↓

糸
取
り
↓
織
物
ま
で
を
一
貫
し
て

や
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
す
の

が
白
鷹
天
蚕
の
会
の
須
田
会
長
で

す
。
そ
し
て
そ
の
反
物
を
銀
座
の

着
物
専
門
店
「
銀
座
も
と
じ
」
に

販
売
。「
着
物
に
仕
立
て
て
買
い
手

が
つ
い
た
」
と
の
こ
と
。

　

須
田
会
長
は
「（
天
蚕
は
）
黄

緑
色
を
し
て
い
る
か
ら
葉
っ
ぱ
と

見
分
け
が
つ
か
な
く
て
大
変
だ
け

ど
、
慣
れ
る
と
分
か
る
か
ら
」
と

話
し
、
天
蚕
の
い
る
場
所
を
指
さ

し
ま
す
。
そ
の
先
に
は
、
元
気
い

っ
ぱ
い
に
ク
ヌ
ギ
の
葉
を
食
べ
る

き
れ
い
な
天
蚕
の
姿
が
。

「（
天
蚕
飼
育
を
）
昔
は
各
地
で

や
っ
て
い
た
け
ど
、
今
で
は
福
島

の
霊
山
、
長
野
の
安
曇
野
、
こ
こ

深
山
な
ど
、
産
地
は
少
な
く
な
っ

た
」。
そ
の
上
、
自
然
相
手
で
安

定
性
に
欠
け
る
こ
と
も
あ
り
、
後

継
者
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い

と
の
こ
と
。
そ
れ
で
も
「
町
の
天

蚕
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
。
だ

か
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
話
し
ま
す
。

「
貴
重
な
天
蚕
を
残
し
て
い
き
た
い
」

❶深山の天蚕。どこにいるかわかるかな？　❷天蚕の貴重
な繭。白い繭１個から1,200 ～ 1,500m採れるのに対し、天
蚕はその半分の600 ～ 700mほどしか採れないそう　❸深
山の天蚕100％で作ったネクタイ。値段は一本？万円……。
肌触りと光沢が全く違います

地
域
お
こ
し
協
力
隊

菅
野　

裕
子
さ
ん

「　天　蚕　」
　　須田 信一さん（深山・68歳）

しらたかの鉄人！達人！　
　 　

地域おこし協力隊が見っけだ

連 載 企 画

この天蚕、繭を作る前に病気

で死ぬこともあり、自然を相

手にすることの大変さを知り

ました。繭４千～５千個で一

反つくれるとのことで、それ

くらい収穫できたときに「が

んばったかいがあったなぁ」

と思うそうです。今年はたく

さんの繭が採れますように。

❷

❹❸
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